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京
市
企
業
立
地
促
進
条
例
」
議
案

が
提
案
さ
れ
審
議
の
上
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

市
内
の
工
業
地
域
に
お
い
て
、

新
設
、
増
設
、
改
築
を
計
画
し
て

い
る
企
業
の
う
ち
、
一
定
要
件
を

満
た
す
場
合
に
助
成
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

元
気
の
あ
る
企
業
を
市
内
に
誘

致
す
る
こ
と
で
、
地
元
雇
用
も
促

進
さ
れ
、
固
定
資
産
税
や
個
人
市

民
税
の
増
収
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

歳
出
は
、
決
算
額
の
多
い
順
で

民
生
費
、
土
木
費
、
総
務
費
、
教

育
費
、
衛
生
費
な
ど
で
総
額
二
百

四
十
四
・
一
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
が
納
め
た
税
金
を
ど
こ
に

使
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
は

全
て
の
情
報
を
市
民
に
公
開
し
、

と
も
に
考
え
、
と
も
に
決
定
し
、

決
め
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
行
政

も
市
民
も
責
任
を
持
っ
て
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
積
極
的
に
情

報
を
「
公
開
」
す
る
だ
け
で
な
く
、

市
政
に
か
か
わ
る
全
て
の
情
報
を
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
、

昨
年
度
整
備
さ
れ
た
“
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
”
や
、
本
格
的
に
導

入
さ
れ
た
“
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
”

な
ど
を
活
用
し
て
、
市
民
と
情
報

を
「
共
有
」
で
き
る
く
ら
い
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
公
共

下
水
道
整
備
の
借
金
が
総
額
二
百

三
十
四
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

不
足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
に
よ
り
補
填
す
る
の
で

は
な
く
、
下
水
道
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
市
民
が
、
相
応
の
負

担
を
す
る
た
め
の
下
水
道
使
用
料

適
正
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

来
年
度
以
降
も
財
政
調
整
基
金

を
と
り
く
ず
さ
な
い
と
、
予
算
編

成
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

歳
入
に
み
あ
っ
た
歳
出
に
し
て
い

か
な
い
と
、
財
政
調
整
基
金
が
底
を

つ
い
て
し
ま
い
、
長
岡
京
市
は
財
政

再
建
団
体
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
あ
り
方
も
含
め

た

“三
位
一
体
の
改
革
”
の
方
向

性
も
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
自
主
財
源
と
し
て

の
市
税
収
入
確
保
や
、
ど
の
事
業

を
優
先
し
て
実
行
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
各
団
体
へ
の
補
助
金
の
あ

り
方
や
受
益
と
負
担
の
考
え
方
な

ど
長
岡
京
市
の
抱
え
る
課
題
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
政
運
営
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、

ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
進
藤

裕
之
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

九
月
議
会
に
て
長
岡
京
市
の
平

成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
決
算
が
、
別
表
の
金
額
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定
は
、
従
来
は
十
一
月

に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
月

か
ら
行
わ
れ
る
次
年
度
の
予
算
編

成
に
、
決
算
審
査
で
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

今
回
か
ら
九
月
議
会
中
に
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
を
見
て
み

ま
す
と
、
歳
入
歳
出
差
は
五
・
三

億
円
で
、
黒
字
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
来
年
度
に
繰
り
越
す

財
源
や
、
前
年
度
の
歳
入
歳
出
差

の
金
額
、
財
政
調
整
基
金（
財
源
不

足
を
生
じ
た
場
合
に
使
う
市
の
積

立
金
）か
ら
の
と
り
く
ず
し
な
ど
が

あ
り
、
実
質
単
年
度
収
支
に
つ
い

て
は
、
十
・
六
億
円
の
赤
字
で
す
。

主
な
財
政
指
標
も
平
成
十
三
年

度
か
ら
悪
化
し
、
今
年
度
の
予
算

編
成
も
、
歳
入
が
足
ら
ず
に
財
政

調
整
基
金
か
ら
十
二
億
円
と
り
く

ず
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、総
額
二
百
四
十
九
・
四
億

円
で
、そ
の
う
ち
自
主
財
源
の
要
で

あ
る
市
税
収
入
が
、平
成
十
三
年
度

か
ら
十
二
・
二
億
円
減
少
し
、百
十

六
・
一
億
円
と
な
り
、特
に
、法
人
市

民
税
が
十
・
二
億
円
減
少
し
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
は
、
個
人
市
民
税
が

一
・
五
億
円
、
固
定
資
産
税
が

〇
・
五
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
自
主
財
源
の
確
保
の

た
め
に
、
農
・
商
・
工
業
の
全
体

に
わ
た
る
長
岡
京
市
独
自
の
産
業

振
興
政
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
そ
の
ひ
と
つ
め
と
し
て
、

こ
の
九
月
議
会
に
お
い
て
、「
長
岡

第9号
10月

部

内

資

料

長岡京市平成14年度決算額

［一般会計］
歳入　249.4億円（前年比　101.7％）
歳出　244.1億円（前年比　102.6％）

［特別会計］
歳入　179.5億円（前年比　101.1％）
歳出　172.0億円（前年比　101.4％）

［合　　計］
歳入　428.9億円／歳出　416.1億円
（会計相互の繰出・繰入により純粋な合計は
それぞれ29.8億円少なくなります）

【主な財政指標】
・財政力指数（1を超えるほど財源に余裕がある）

0.866 （前年度0.911） … 悪化
・経常収支比率（75％以下が望ましい）

94.5％（前年度87.9％）… 悪化
・公債費比率（10％以下が望ましい）

10.8％（前年度10.4％）… 悪化

クラフト メカ虫

昨年に引き続き、第2回「親子であそぼう！創作ひろば」が、10／25
（土）（雨天の時は11／1（土））に開催されます（松下労組半導体支部と
の共催イベント“いこいの広場”の中で開催）。
場所：松下電器産業(株)半導体社　西側グラウンド
時間：11：00～15：00
クラフト、ペットボトル工作、メカ虫作成（宝塚市の白石卓也さ

ん発案）、竹細工、長岡京市の野菜市、福祉施設手づくり授産品即売、
お食事コーナーなどの他に、“いこいの広場”では、風船つり、金魚
すくい、射的などのイベントがあります。
どうぞ、親子でたのしいひと時をお過ごしください。
（詳細は、10／20頃に新聞折込みにてお配りします）

第2回「親子であそぼう！創作ひろば」第2回「親子であそぼう！創作ひろば」
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平
成
十
五
年
第
三
回
議
会
が
、

八
月
二
十
八
日（
木
）か
ら
九
月
二

十
四
日（
水
）ま
で
二
十
八
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定
と
企
業
立
地
促
進
条

例
以
外
の
主
な
議
案
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。

第
六
十
二
号
議
案

パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促

進
す
る
た
め
、
十
月
一
日
か
ら
改

正
施
行
さ
れ
た
「
資
源
有
効
利
用

促
進
法
」
に
あ
わ
せ
て
、
関
係
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

十
月
一
日
以
降
に
購
入
す
る
家

庭
用
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
既

に
購
入
価
格
に
こ
の
費
用
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
購
入
し

た
も
の
を
廃
棄
す
る
に
は
、
別
途

リ
サ
イ
ク
ル
費
用
が
必
要
で
す
。

第
六
十
三
号
議
案

建
築
物
等
の
開
発
事
業
で
、住
環

境
に
影
響
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る

市
民
へ
の
事
業
内
容
説
明
は
、中
高

層
建
築
物
等
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
も

含
め
た
規
定
の
開
発
事
業
へ
と
拡

大
す
る
な
ど
の
条
例
改
正
で
す
。

第
七
十
八
号
議
案

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
に

四
・
五
億
円
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立

増
、
福
祉
関
連
事
業
増
、
長
岡
第

三
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
な
ど
で
す
。

決
議
第
二
号

水
道
局
の
水
道
原
水
水
質
検
査

結
果
虚
偽
報
告
に
対
す
る
議
会
と

し
て
の
決
議
で
す
。

市
長
と
水
道
事
業
管
理
者
に
、

①
市
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め

の
措
置
、
②
関
係
者
に
対
し
て
の

厳
正
な
対
処
、
③
再
発
防
止
に
向

け
た
組
織
体
制
の
見
直
し
と
法
令

遵
守
の
徹
底
、
を
求
め
ま
し
た
。

〈
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
〉

こ
の
議
会
で
は
、
大
き
く
五
項

目
に
つ
い
て
合
計
九
点
の
質
問
を

行
い
、
答
弁
を
求
め
ま
し
た
（
質

問
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。

・
幼
稚
園
早
期
入
園
特
区
に
つ
づ

く
産
業
振
興
の
た
め
の
構
造
改
革

特
区
の
検
討
は
？

・
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
の
中
で
、
具

体
的
な
特
区
提
案
は
あ
っ
た
か

・
市
民
や
企
業
か
ら
新
た
な
特
区

提
案
を
広
く
募
集
し
て
は
？

答
弁
「
産
業
振
興
関
連
の
特
区
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
」、「
具
体

的
な
ア
イ
デ
ア
の
提
案
は
な
か
っ
た

が
、
幼
稚
園
特
区
に
つ
い
て
の
発
言

は
あ
っ
た
」、「
特
区
の
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
、
素
早
く
お
知
ら
せ
し
、

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
提
案
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

・
窓
口
時
間
延
長
な
ど
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
、
超
過
勤
務
手
当
の
削

減
な
ど
の
た
め
、
時
差
勤
務
を
導
入

し
て
は
？

答
弁
「
市
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
検
討
す
べ
き
課

題
と
認
識
し
、
本
庁
や
各
施
設
で
、

時
差
勤
務
だ
け
で
な
く
外
部
委
託
等

の
手
法
で
時
間
延
長
で
き
る
部
分
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
」

・
市
職
員
に
対
す
る
要
望
や
提
言
な
ど

を
、全
て
文
書
化
し
て
公
開
し
て
は
？

答
弁
「
い
わ
ゆ
る
“働
き
か
け

（
口
利
き
）”
を
、
職
員
が
文
書
と
し

て
作
成
し
た
も
の
は
、
情
報
公
開
条

例
で
規
定
す
る
“情
報
”
に
該
当
し
、

情
報
公
開
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、

外
部
か
ら
の
不
正
な
要
求
な
ど
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
条
例
の
制
定

時
に
改
め
て
整
理
す
る
」

・
三
月
議
会
で
提
案
し
た
、
観
光
客

に
誇
れ
る
長
岡
京
市
に
す
る
た
め
の

環
境
美
化
を
推
進
す
る
条
例
の
検
討

状
況
は
？

・
条
例
の
制
定
に
関
し
て
は
、広
く
市

民
な
ど
か
ら
意
見
、提
案
を
求
め
る

と
あ
っ
た
が
、具
体
的
な
手
法
は
？

答
弁「
環
境
担
当
部
門
で
検
討
し
、

対
応
を
す
す
め
て
お
り
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
た
い
」、

「
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
意
見
、

提
案
を
市
民
な
ど
か
ら
広
く
募
集
で

き
る
よ
う
に
し
、
地
域
性
に
あ
っ
た

特
色
あ
る
も
の
と
し
て
い
き
た
い
」

・
現
在
の
特
別
昇
給
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
方
は
？

・
人
事
評
価
制
度
の
確
立
が
前
提
で

あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
も
し
、

是
正
が
必
要
な
ら
い
つ
か
ら
是
正
し

て
い
く
想
い
が
あ
る
か
？

答
弁
「
国
準
拠
を
基
本
と
し
て
給

与
体
系
を
構
築
し
て
お
り
、
国
等
の

動
向
を
踏
ま
え
て
、
調
査
検
討
を
進

め
て
い
く
」、「
人
事
評
価
の
結
果
を

当
面
次
年
度
の
勤
勉
手
当
へ
反
映
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
将
来
的

に
は
昇
給
へ
の
適
用
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
る
」

九
月
議
会
や
一
般
質
問
に
つ
い
て
の

ご
質
問
、ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら

進
藤
裕
之
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
日
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

自
分
の
身
近
に
い
る
家
族
や
同

僚
達
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
か

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

忙
し
い
日
々
の
生
活
の
中
で
忘

れ
か
け
た
言
葉
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
一
度
声
を
か
け
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
？

「
あ
な
た
ど
こ
か
お
か
し
い

の
？
」
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
照
れ
か
く
し
の
こ
と
ば

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
話
し
で
し
た
が
、
人
と

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
感
謝
の

気
持
ち
や
、
一
歩
立
止
っ
て
日
々

の
生
活
を
見
つ
め
直
す
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｔ
）

（以下主な議案です）。
第57号議案　長岡京市企業立地促進条例の制定について

第62号議案　長岡京市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正について

第63号議案　長岡京市まちづくり条例の一部改正について

第65号議案　平成14年度長岡京市一般会計歳入歳出決算の認定について

第66～77号議案　平成14年度長岡京市の各特別会計歳入歳出決算の認定について

第78号議案　平成15年度長岡京市一般会計補正予算（第2号）

報告は1件で、議員提出の決議が1件可決、発議が1件否決されました。

この議会で採決された議案は38件ですべて可決、認定されました

長岡京市の人口と世帯数
（平成15年9月1日現在）

人　口　　77,944人

男性　38,056人

女性　39,888人

世帯数　　30,878世帯

1世帯当り人数

2.52人/世帯

7月

31日 電機連合京都地方協議会

第5回地協政治地域対策委員会

8月

1日 第19回若葉カップ

（全国小学生バドミントン大会）開会式

5日 松下電器労働組合半導体支部第4回報告大会

7日 大山崎JCT合同消防訓練

11日 中国寧波市友好都市盟約締結20周年記念品

お披露目

21、22日 電機京都地協　夏季拡大幹事研修会

23日 平成15年度第3回後援会代表幹事会

24日 平嶺勝義（前寝屋川市議）議員活動20周年

感謝の集い

26日 朝の街頭演説 JR長岡京駅東口

28日～ 平成15年第3回議会定例会（9月24日まで）

29日 松下電器労組組織内議員団会議

／OBを囲む夏季懇談会

30日 連合乙訓　列島クリーンキャンペーン

31日 滋賀県草津市議会選挙

奥村恭弘候補・山本正行候補出陣式

9月

3日 議会本会議で一般質問登壇

6日 平成15年度京都府総合防災訓練

／電機京都地協　第15回定期大会

／京都地域改革フォーラム　第8回総会

（解散総会）

18日 第28回長岡第三中学校体育大会

20日 第4回後援会代表幹事会

21日 神足区民運動会

23日 第26回交通安全フェア

25日 朝の街頭演説　阪急長岡天神駅西口

26日 朝の街頭演説　JR長岡京駅西口

／全松下労連京滋地区連第10回定期総会

27日 第25回長岡第九小学校「秋の運動会」

10月

1日 平成15年度長岡京市自治記念式

4日 ゆりかご保育園創立30周年記念式典

（期間：平成15年7月26日～10月4日）
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